
 ⽇本初︕往診専⾨動物病院向けクラウド型⼀元管理システム「ミニイク」を正式リ 
 リース。（  https://miniique.com  )２０２１年１２⽉２８⽇（⽕）から本格始動。動 
 物病院の利⽤申込みを受付開始。 

 先着１０病院は１年間限定で⽉額基本利⽤料５，９８０円が無料。iPadに対応した⼿書き⼊ 
 ⼒での電⼦カルテや決済機能を実装し、往診時に発⽣するあらゆる業務を⼀元管理します。 

 ミニイク株式会社（本社︓東京都豊島区、代表取締役︓⿊川雄介）は、ペット医療業界初と 
 なる往診を専⾨で⾏っている動物病院向けのクラウド型⼀元管理システム「ミニイク」を正 
 式にリリースしたことをお知らせいたたします。これにより２０２１年１２⽉２８⽇（⽕） 
 から本格始動につき、利⽤申込みの受付を開始いたしました。サービスを利⽤することによ 
 り獣医師による往診が圧倒的に楽になります。 

 利⽤申込みページ   https://miniique.com 

 ◆  背景︓なぜ往診専⾨動物病院に特化したサービスをリリースしたのか 

  ペットも同様に⾼齢化が進み、⾼齢のペットを飼っている状況が⽇本中で散⾒されます。 
  特に⾼齢者が⾼齢のペットを飼っているいわゆる⽼-⽼介護状態になると、ペットの体調 
 が悪くなった際、ペットも⾃分で歩くことができなくなるため、⾼齢者⼀⼈では動物病院に 
 ペットを連れていくことが困難になります。 
  しかし、現状、⽇本では往診を積極的に⾏っている動物病院の数が少なく、特に地⽅では 
 往診を受けられない地域も多くあります。 
  私たちは、獣医師が往診を⾏いやすい環境を作っていくことで、⽇本中に往診を積極的に 
 ⾏う獣医師を増やし、このような状況を改善していく必要があると考えています。 
  世界中のペットがどんな⼈に飼われていても、どんな場所で飼われていても安⼼して医療 
 が受けられる世界を作っていきたい。 

https://miniique.com/
https://miniique.com/


  そこでまず、⽇本中に増え始めてきている“往診専⾨動物病院”が⽇常の業務を簡単に⾏え 
 るようサポートするシステムを開発しました。 

   

 ◆ミニイクのコンセプト 
 ミニイクは、獣医師が往診を⾏う際に発⽣するあらゆる作業をサポートするサービスです。 
 これまで⾯倒だった紙のカルテを⼤量に持ち運ぶことや往診先での診断書や領収書の作成、 
 スケジュール管理と地図の連携などの往診にかかるあらゆる作業を楽にします。 
 今後も現場の⽬線であらゆる業務を効率化していきます。 
 ミニイクを使うことにより、無駄な時間をかけず診療に集中したり、飼い主様やペットに対 
 しての時間をしっかりと確保できます。 

 ◆ミニイクの特徴 
  ミニイクは、往診専⾨動物病院の団体である往診獣医師協会の先⽣⽅からアドバイスをい 
 ただき作ったサービスです。 

 〇往診獣医師協会について 
  往診獣医師協会は、全国で往診専⾨動物病院を運営する獣医師の先⽣⽅が集まった団体で 
 す。全国の各地域で別々に活躍している往診専⾨動物病院を運営する獣医師が、交流会やセ 
 ミナーを通して、往診の技術や知識、ノウハウを共有していくことで、往診獣医師の資質の 
 向上させることおよび在宅医療の普及することを⽬的として活動しています。 

 往診獣医師協会HP︓  https://www.jhvca.org/ 

https://www.jhvca.org/


 ■往診獣医師協会の運営メンバープロフィール 

 代表︓天野 謙⼀郎（動物病院しらたま︓東京都三鷹市）  https://shira-tama.jp/ 
    
  ２００４年に⿇布⼤学卒業後、２０１１年に往診専⾨動物病院 
 しらたまを開院。往診専⾨動物病院の先駆けとなる。 
  往診による病気の未然予防・早期発⾒を⽬指した地域密着型の 
 獣医療の提供を⽬指す。 

 副代表︓櫻井 崇史（はる動物診療所︓東京都三鷹市）  https://haru-ah.tokyo/ 
   
  ２００９年に⿇布⼤学卒業後、さいたま市のアテナ動物病院に 
 勤務。夜間救急医療を学んだ後、２０１４年に往診専⾨のはる動 
 物診療所を開院。飼い主様、わんちゃん、ねこちゃんにとって負 
 担の少ない獣医療の提供を⽬指す。 

  理事︓丸⽥ ⾹緒⾥（AnimalLifePartner︓神奈川県藤沢市）  https://animallifepartner.com/ 
      
  ２００６年に⽇本⼤学卒業後、横浜市内の動物病院に６年間勤 
 務。２０１２年に飼い主様ともっと近い存在の獣医師になりたい 
 と考えAnimal Life Partnerを設⽴。薬を使った医療だけでなく、⽇ 
 常ケア、⾷⽣活、メンタルケアなどから病気の予防を⾏い、⼈も 
 どうぶつも幸せな⽣活が送れるようなサポートを提供している。 

  理事︓⽴⽯ 絵美（にくきゅう︓埼⽟県鶴ヶ島市）  https://11299.jp/ 
     
  １９９８年に⿇布⼤学卒業後、１９年間勤務医として千葉、東 
 京の動物病院を渡り歩く。２０１７年に往診専⾨の「動物往診+ 
 在宅ケアサービス にくきゅう」を開院。 
 家族に寄り添ったオーダーメイドのペット医療を提案、推進する 
 ことを主体としてサービスを提供している。 

https://shira-tama.jp/
https://haru-ah.tokyo/
https://animallifepartner.com/
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 ■副代表 櫻井 崇史先⽣からのコメント 
  往診では、飼い主様の家々を⾞で移動しているため、全てのカルテを持参して回ることがで 
 きません。 
 そのため、使いやすい顧客管理・電⼦カルテができれば⾮常にありがたいです。 
 往診環境が良くなって、飼い主様により良い在宅医療が提供できるれば嬉しいです。 

 ◆ミニイクの利⽤メリット 
 １．DXと⼀元化で、通常の往診を簡単にする 
 予約スケジュール管理、飼い主情報と地図情報の連携、⼿書きの電⼦カルテ、カルテ情報と 
 会計の連動など往診を⾏う上で必要な機能が備えてあるので、ミニイクを利⽤するだけで往 
 診が圧倒的に簡単にできます。 

 ２．いつでも、どこでも 
 クラウド型のサービスなので、移動中や往診先など電波がつながるところであれば、いつで 
 もどこでも⼊⼒や閲覧、編集などすべての機能が利⽤可能です。 

 ３．荷物の削減 
 電⼦化によりコンパクトな往診が可能になります。 
 もう、紙のカルテを持ち運ぶ必要はありません。 
 また、領収書や診断書、検査結果などを電⼦データにより飼い主様に送付できるため、往診 
 の際の荷物を削減ます。 

 ４．情報共有の円滑化 
 クラウドでの⼀元管理により、リアルタイムで情報を共有でき、獣医師、スタッフ間での連 
 携を円滑にします。 
 ミニイクではクラウド上で診療に係るあらゆるデータを⼀元管理できます。 
 飼い主データやペット毎のカルテ情報だけではなく、予約やキャンセル情報などをリアルタ 
 イムで共有できます。 

 ◆サービスサイト 
 「ミニイク」のサービス概要や機能詳細などはこちらよりご確認下さい。 
 https://miniique.com 

 【本件に関するお問い合わせ先】 
 ミニイク株式会社 サービス担当者 
 TEL︓03-6823-5801 
 E-mail︓info@miniique.com 

 【ミニイク株式会社について】 
 私たちのミッション︓【ヒトもペットもみんなに素敵な⽣涯を】 
  私たちは、すべてのヒトとペットが幸せになって欲しいと願っています。私たちは、飼い 
 主様が⼼からペットを飼って良かったと思えるように、ペットも飼い主と⼀緒に過ごせてよ 
 かったと思えるように⽀えていきたい。ヒトにとってもペットにとってもよりよい環境を 
 創っていくことで、みんなが幸せになるような社会を実現していきます。 

https://miniique.com/


  そこでまず、ペット医療の従事者を幸せにし、よい医療を提供できる環境を整えるために 
 「ペット医療の⽀援事業」を展開しています。ペット医療×テクノロジーの融合による次世 
 代のイノベーションを開発することに積極的に取組み、テクノロジーを⽤いてペット医療の 
 更なる発展に貢献していきます。 

 【会社概要】 
 会社名︓ミニイク株式会社 
 代表者︓⿊川 雄介 
 事業内容︓往診専⾨動物病院向けクラウド型⼀元管理サービス「ミニイク」の運営、動物病 
 院の開業・運営⽀援、動物病院向けHP制作 
 設 ⽴︓２０２０年６⽉ 
 本 社︓東京都豊島区⻄池袋⼆丁⽬１番２号 
 従業員数︓５名 
 資本⾦︓８０１万円 
 ＵＲＬ︓https://www.company.miniique.com/ 
 サービスサイト︓https://miniique.com/ 


